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三
角
灯
籠
に
込
め
る
想
い

　熊
本
地
震
か
ら
早
１
年
。
未

だ
復
興
に
は
至
ら
ず
、
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
が

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
震
災
を
忘
れ
る
事
無

く
、
そ
し
て
未
来
へ
向
け
て
今

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達

へ
笑
顔
を
届
け
、
希
望
を
燃
や

せ
る
熊
本
県
の
和
水
町
で
あ
り

た
い
と
願
い
ま
す
。

　和
水
町
古
墳
祭
は
祖
先
を
敬

い
、
自
然
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
未
来
へ
の
光
を
灯
す
炎
の

祭
典
で
す
。
今
回
も
「
熊
本
の

炎
は
消
え
な
い
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
会
場
を
埋
め
尽
く
す
松

明
と
三
角
灯
籠
に
「
復
興
」、

そ
し
て
「
未
来
へ
の
希
望
」
の

想
い
を
込
め
開
催
し
ま
す
。

第

　代 

火
巫
女

　第

　回
和
水
町
古
墳
祭
の
ヒ

ロ
イ
ン
、
火
巫
女
役
に
藏
本
彩

加
（
く
ら
も
と

　あ
や
か
）
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
！
　藏
本

さ
ん
は
玉
名
市
在
住
。
玉
名
農

業
協
同
組
合
三
加
和
総
合
支
所

に
お
勤
め
で
す
。

「
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
火
巫
女
の
活
動
を
通

し
て
和
水
町
古
墳
祭
、
そ
し
て

和
水
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
藏
本
さ
ん
。

古
墳
祭
で
は
火
の
巫
女
と
し
て

神
火
の
運
び
、
舞
の
奉
納
、
そ

し
て
子
ど
も
達
に
親
し
み
あ
る

お
祭
り
に
し
た
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

塚
坊
主
古
墳
催
一
般
公
開

　普
段
は
保
存
の
た
め
に
公
開

さ
れ
て
い
な
い
装
飾
古
墳
を
和

水
町
古
墳
祭
に
あ
わ
せ
て
一
般

公
開
し
ま
す
。
千
年
以
上
前
に

描
か
れ
た
装
飾
古
墳
な
ら
で
は

の
壁
や
石
棺
の
浮
き
彫
り
、
線

刻
、
彩
色
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
御
覧
く
だ
さ

い
（
ガ
イ
ド
付
き
）

日
時
：
８
月
６
日
（
日
）

時
間
：
午
後
４
時
〜
午
後
７
時

場
所
：
塚
坊
主
古
墳

　
　（江
田
船
山
古
墳
公
園
内
）

費
用
：
無
料

松
明
行
列
参
加
募
集

　熊
本
夏
の
３
大
火
祭

り
の
和
水
町
古
墳
祭
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い

人
を
大
募
集
し
ま
す
。

今
回
か
ら
松
明
行
列
に

一
般
の
人
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
社
や
友
達
グ
ル
ー
プ
、

小
さ
な
お
子
様
も
保
護

者
同
伴
で
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ

か
ら
応
募
、
も
し
く
は

役
場
本
庁
商
工
観
光
課

に
あ
り
ま
す
応
募
用
紙

で
応
募
く
だ
さ
い
。（
衣

装
先
着
５
０
人
）

　
　
　
　ネ
ッ
ト
申
込
↓

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　毎
年
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、
古
墳

祭
を
テ
ー
マ
と
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

期
間
中
の
風
景
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
祭

り
の
魅
力
を
表
現
し

た
写
真
を
お
送
り
下

さ
い
。

新
衣
装
＆

ア
ク
セ
サ
リ
ー

　約

　年
ぶ
り
に

火
巫
女
の
衣
装
が

新
し
く
な
り
ま
ま

し
た
。
火
巫
女
さ

ん
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
肥
後
民
家

村
の
ネ
ー
ム
レ
ス

（
木
工
館
）
に
ご
協

力
頂
き
制
作
。
よ

り
躍
動
的
で
魅
力
的
に
な
り
ま

し
た
。こ
ち
ら
に
も
注
目
で
す
！
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で
す
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会
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と
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に
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所

に
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で
す
。
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を
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が
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今
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に

一
般
の
人
も
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加
で
き

る
よ
う
に
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り
ま
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た
。

会
社
や
友
達
グ
ル
ー
プ
、

小
さ
な
お
子
様
も
保
護

者
同
伴
で
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ

か
ら
応
募
、
も
し
く
は

役
場
本
庁
商
工
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課

に
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り
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す
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用
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で
応
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く
だ
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ッ
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例
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を

開
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し
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。
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中
の
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、
ス
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プ
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な
ど
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り
の
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力
を
表
現
し

た
写
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を
お
送
り
下
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新
衣
装
＆

ア
ク
セ
サ
リ
ー

　約

　年
ぶ
り
に

火
巫
女
の
衣
装
が

新
し
く
な
り
ま
ま

し
た
。
火
巫
女
さ

ん
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
肥
後
民
家

村
の
ネ
ー
ム
レ
ス

（
木
工
館
）
に
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力
頂
き
制
作
。
よ

り
躍
動
的
で
魅
力

的
に
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り
ま
し
た
。
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市
在
住
。
玉
名
農

業
協
同
組
合
三
加
和
総
合
支
所

に
お
勤
め
で
す
。

「
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
火
巫
女
の
活
動
を
通

し
て
和
水
町
古
墳
祭
、
そ
し
て

和
水
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
藏
本
さ
ん
。

古
墳
祭
で
は
火
の
巫
女
と
し
て

神
火
の
運
び
、
舞
の
奉
納
、
そ

し
て
子
ど
も
達
に
親
し
み
あ
る

お
祭
り
に
し
た
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

塚
坊
主
古
墳
催
一
般
公
開

　普
段
は
保
存
の
た
め
に
公
開

さ
れ
て
い
な
い
装
飾
古
墳
を
和

水
町
古
墳
祭
に
あ
わ
せ
て
一
般

公
開
し
ま
す
。
千
年
以
上
前
に

描
か
れ
た
装
飾
古
墳
な
ら
で
は

の
壁
や
石
棺
の
浮
き
彫
り
、
線

刻
、
彩
色
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
御
覧
く
だ
さ

い
（
ガ
イ
ド
付
き
）

日
時
：
８
月
６
日
（
日
）

時
間
：
午
後
４
時
〜
午
後
７
時

場
所
：
塚
坊
主
古
墳

　
　（江
田
船
山
古
墳
公
園
内
）

費
用
：
無
料

松
明
行
列
参
加
募
集

　熊
本
夏
の
３
大
火
祭

り
の
和
水
町
古
墳
祭
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い

人
を
大
募
集
し
ま
す
。

今
回
か
ら
松
明
行
列
に

一
般
の
人
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
社
や
友
達
グ
ル
ー
プ
、

小
さ
な
お
子
様
も
保
護

者
同
伴
で
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ

か
ら
応
募
、
も
し
く
は

役
場
本
庁
商
工
観
光
課

に
あ
り
ま
す
応
募
用
紙

で
応
募
く
だ
さ
い
。（
衣

装
先
着
５
０
人
）

　
　
　
　ネ
ッ
ト
申
込
↓

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　毎
年
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、
古
墳

祭
を
テ
ー
マ
と
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

期
間
中
の
風
景
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
祭

り
の
魅
力
を
表
現
し

た
写
真
を
お
送
り
下

さ
い
。

新
衣
装
＆

ア
ク
セ
サ
リ
ー

　約

　年
ぶ
り
に

火
巫
女
の
衣
装
が

新
し
く
な
り
ま
ま

し
た
。
火
巫
女
さ

ん
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
肥
後
民
家

村
の
ネ
ー
ム
レ
ス

（
木
工
館
）
に
ご
協

力
頂
き
制
作
。
よ

り
躍
動
的
で
魅
力

的
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

塚坊主古墳虚空蔵塚古墳

3347
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約７００個の灯籠に想いを
込めて江田船山古墳を彩り
ます

問い合わせ先　和水町古墳祭実行委員会（本庁商工観光課）　☎0968・86・5725

２ページ全体にCOCOAR2を
かざすと動画が見れます。

3│広報なごみ│2017 July│ │広報なごみ│2017 July│2


